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島の原東居　-　詩的世界の現場
はじめに
松　原
朗
宇島(7-9IS)は憲宗の元和年間(8-6-聖　の終わりの頃､長安上京以来の数年を過ごした延毒坊(西市東隣)　の寓
居を引き払って'昇道坊の　｢原東居｣と称する住居に転居した｡質島は､開成二年8-7九月(五九歳)　に長江県主簿
(i)
として赴任するまで､ここに二十年近く住まうことになる｡いわば質島の長安における文学活動の拠点であった｡
ヽヽ
昇道坊は､楽遊原のある昇平坊の東に隣接する坊であり､龍華尼寺があり､北隣の新昌坊には青龍寺があるなど､
この奨遊原の高台一帯は､仏寺が多く集まる地域でもあった｡それまで住まった延寿坊を取り巻-市井の喧騒を嫌
ヽヽ
った貢島は､いわば長安城内の高台を占める閑静な一角に逃れ来て､ここに原東居を営んだのである｡
2一昇道坊の隣坊･昇平坊
君島が住まった昇道坊は､一体どのような土地だったか｡また当時の人々の認識の中でどのように位置づけられ
る地域であったのか｡これを知るためには､回り道のようではあるが､隣接する西の昇平坊'北の新昌坊との比較
( 2 )
が有効である｡
まずは西隣りの昇平坊から取り上げよう｡昇平坊は､襲遊原の中心を占めている｡坊内 東北隅には前漠の宣帝
が築いた奨遊廓が り､唐代にはその遺構がまだ残っていたらしい｡その海抜四八〇メートルの高台は､城内の最高地点として'長安の街を.i望することができた｡
登柴遊園望
濁上奨遊園四望天日購東北何議藷宮閑人煙雲愛此高廃立忽如遺垢筑耳目暫清聴
自盾易
濁り柴遊園に上り四もに望めば天日噴る東北何ぞ霜議たる宮閑煙雲に入る此の高魔に立つを愛す
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忽として垢鼠を遣るるが如し耳目暫らく活噴たるも
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懐抱彰不仲下視十二街緑樹間紅塵車馬徒浦眼不見心所親
懐抱哲として伸びず
良
下十二街　(都大路)　を視れば
まJ , . .ノ
緑樹紅塵　(単産)　を間ふ
いたず
車馬徒らに眼に満つるも心の親しむ所　(友人) を見ず--
(大意)　7人で禦遊原に上り､四方を見渡すと､日も暮れかかろうとする.東北の方角は'ぼんやりとして､宮殿は夕寓に沈んでいる｡この高台に立つのが好きだ｡たちまち憂密を忘れた心地がする.気分はとても晴々し-なるのだが'それなのに胸の内のわだかまりが晴れず いる｡眼下 都大路を眺めると､縁の並木の間に､車馬が巻き上げる紅塵が見える｡車馬は引きも切らずに往来してい のだが､しかし自分には心を通わせる友人がいないのだ｡　-　柴遊原からは晴れていれば東北の大明官が望まれ'また碁盤の目のように交錯する街路を見下ろすことが出来たのである｡
みここ
このすぐれた眺望に恵まれた柴遊原は､｢毎正月晦日･三月三日･九月九日､京城の士女は威な此に就きて登質
し戒硬す｣(『唐南京城坊考』｢昇平坊｣)とあるように､節句には城内 人々が行楽に訪れ 名所ともなった｡
もっとも柴遊原の高地を占める昇道坊は､単に長安の人々が眺望を楽しむ行楽地だったのではな-､言う れば
王侯や高官たちの邸宅街であった｡清･徐松の　『唐南京城坊考』巻三｢昇平坊｣ よれば､武則夫の長安年間(7-1-g)､太平公主がここに邸宅を営み､そ 後は､寧王･申王･岐王･帝王にそ 地を賜ったと言うから､すでに初唐の後期から､王侯の別邸が軒 連ねたことにな ｡
『唐南京城坊考』　には､ こに宅を構えたことが資料によって判明する人物が､無作為に書き連ねられている｡
いまその名を挙げて､いかなる人々がここに任してい かを瞥見してみよう(参考の め括弧中に官品を記す)｡日
4-､①尚書右僕射(従∴品)装運慶､②洪州刺史(従三品)造園公魂少遊､③左散騎常侍(従三品)藩孟陽､④兵部尚書(正三品)柳公締､⑤槍校司空同中書門下平章事(正一品･宰相)崖寧､⑥京兆府少ヂ(従四品下)元崇簡'⑦太子太倖(従一品)致仕劉汚 ⑧左羽林軍大将軍(正三品)史用誠､④高年牌丞(従七品上)柳元方､⑲同州司兵参軍(従七品上-)上柱囲杜行方､⑪進士張喬､⑫前進士李暁である｡
｢前進士李幌｣について紹介しよう｡『唐南京城坊考』　は王定保『唐放言』巻三を節略して引用するが､いま当該
条の全文を引用する｡
李峡及第､在偏侍下｡傭逼起居宴'霧雨不止｡通貨油幕以張之｡暁先人膏腹昇平里､凡用鏡七百縛'自所属
連亘通衝､殆及l里鈴｡参御輩不膏千絵人､輯馬車輿聞咽門巷'来往無有霜演者｡而金碧照輝'頗有嘉致｡幌時馬丞相寿都尉所委､干預政事'鋸為李八郎｡其妻又南海章宙女､宙常資之金局'不可勝紀｡(李幌が及第して
丁ント
片親に孝養していた頃､宴席の用意に迫られたが雨があいにくと降-止まなかった｡そこで袖幕を借りて来て張った｡かつて李暁の父親は昇平坊に屋敷を構えていたが､銀七百縛を払って自宅から坊門外の街路まで五百メートルばかりの道に抽幕を張ったので､供回りは千人を下らず､車馬は坊内の道にごった返す有様であったが､誰も濡れないで済んだ｡その盛大な様は､誠 見物 あった｡李暁はこの時'丞相寿都尉の信任も厚-'政事にも深く関わって 人々からは李八郎と称されていた｡またそ 妻も南海章宙の娘であり'章宙 娘へ 経済的援助を惜しまなか )
( 3 〕
左散騎常侍の藩孟陽(7-4--a)も'ここの住人であった｡彼は､賄賂を納る貴官として悪評があった｡その播
孟陽は'昇平坊に豪華な屋敷を構え､家妓や用度に賛沢を窓まにした｡憲宗がお忍びで奨遊原に来た時に､その立
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6派な屋敷を見て誰のものかと供回りに尋ねた｡そのことを伝え聞いた播孟陽は､奪修を各められるのが恐ろしくなって､それ以上の賛沢はしなくなったと言う｡(｢孟陽盛茸第合､妓勝用度過移｡憲宗微行至柴遊原､望見之以間左右'孟陽催不敢治｣　『唐南京城坊考』巻三　｢昇平坊｣)｡
李暁と播孟陽の二つの例があれば､ここでは十分であろう｡奨遊原の景勝を占める昇道坊は､顕貴が争って邸宅
を構える坊里だったのである｡
二　昇道坊の隣坊･新昌坊
では貿島の住む昇道坊の北に接する新昌坊は､どうであったか｡新昌坊を象徴するのは､青龍寺である｡階の文帝は､漠以来の古い長安城から'大輿城(唐 長安城)　に都城を
遠征する時､城内に取り込まれた多-の墳墓を郊外に移した｡その時､鎮魂のために造営したのが青龍寺の前身である塵感寺である｡一時､廃寺となったが'唐になって復興され､景雲二年71 1に青龍寺と名を改められた｡ここには代宗･徳宗･順宗の帰依を承けた真言密教の高僧恵果がおり､空海は恵果に師事するため 青龍寺に留学している｡その後も､『入唐求法巡礼行記』　の著者として知られる慈覚大師囲仁が､この寺を訪ねている｡寺は､奨遊原から東北に延びる高台の緩やかな南斜面に位置して南に雄大な眺望が開け 慈恩寺(大雁塔)　と共に､長安 人々が登眺源覧を楽しむ名所であった｡『唐南京城坊考』巻三　｢新昌坊｣に次のようにある｡
〔南門之東青龍寺〕　本惰塵感寺｡開皇二年立｡文帝移都'徒掘城中陵墓､葬之郊野､困置此寺､故以量感馬名｡
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至武徳四年麿｡龍朔二年､城陽公主復奏立馬観音寺｡初公主疾甚､有蘇州僧法朗､謂観音経乞願得愈､国名竃｡景雲二年改馬青龍寺｡北枕高原'南望爽鎧､馬登眺之美
新昌坊は､朝廷の高官たちが競って私邸を営む地域であった｡『唐南京城坊考』　に列記する人名を書き出してみ
よ､つ｡
①磯部尚書蘇類､②魯郡任城願尉襲回､③御史中丞判刑部侍郎同平章事野元輿'④中書舎人路群､⑤検校左僕射兼吏部尚書荏群､⑥砥部尚書李益(薄防｢審小玉侍｣李益至長安舎r新昌里)､⑦考功郎中銭起､⑧侍郎侯剣､⑨京兆府威陽願丞権達､⑲尚書左僕射致仕楊於陵､⑪億州流人路巌､⑫槍校司空風朔ヂ鳳期節度使賓易直'⑬太子少師牛僧濡'⑭秘 監張仲方､⑮刑部尚書自居易､⑯守右僕射門下侍郎李紳'⑰太子右庶子王定､⑱朝散大夫秘書省著作郎致仕章端'⑩園子司業厳公､⑳砥部尚書温造'㊧秘書少監挑合'⑫太子少俸致仕慮宏宣 ⑬進士慮燕'㊧庭土丁重
えつ
この坊の住人には､玄宗朝前期の宰相で､張説と共に｢燕許の大手筆｣と言われた文人の蘇好(6-OIEj)がいた｡
また牛僧儒(7-9-8-7)は､穆宗･敬宗の時期に宰相となり､盟友の李宗閲とともに朋党を造って､李徳裕の一派と｢牛李の党争｣と呼ばれる政争を引き起こした張本人である｡その彼は､詩人でもあ-､また伝奇小説｢周秦行紀｣｢幽怪録｣　の撰者に擬せられる文人であった｡
この蘇頻や牛僧橋も含めて､新昌坊の住人には文人として名を成した人物が多いQ銭起(710--7-2-)は､若い時
8分は王経と親交を結び､やがては大暦十才子の筆頭となる宮廷詩人｡李紳(7 -a)は､新楽府運動の端緒を元横と共に作った詩人｡挑合(7-1--3)は'文学史に挑頁と並称され 頁島と共に'晩唐詩の様式を開拓した詩人｡自店易(7 -3)が､唐を代表する詩人のl人であることは'言うまでもない｡自居易 挑合について､新昌坊との関係に限って若干の説明をしておこう｡
自居易が新昌坊の住宅を購入したのは､五十歳の時(長慶元年8-1)　である｡自居易は元和十年815､四十四歳のと
きに江州司馬に左遷された｡その後に忠州刺史に転任し､長安 帰ってきたのは六年振りだった｡こうし エリートコースに復帰した自居易 ､刑部司門員外郎(従六品上)･砥部主客郎中(従五品上)兼知制詰･中書舎人(正五品上)と順調に累進して行-｡砥部主客郎中に在任の頃､それまでの賃貸暮らしに代わって､満を持して長安 購入したのが'この新昌坊の住宅だった｡新昌坊は'安史の乱以後に開発が進んだ高級官僚 住宅地であ-､自居易の
( 4 )
住宅取得は正しくその趨勢 中 位置してい と言って良い｡
新昌新居善事四十韻因寄元郎中(元宗簡)張博士
白居易
--丹鳳模督後
青龍寺在前市街塵不到宮樹影相連省史嫌坊遠豪家笑地偏
丹鳳桟は後に常たり青龍寺は前に在り
いた
市街塵は到らず宮樹影は相ひ連なる
いと
省史坊の遠きを嫌ひ豪家地の偏なるを笑 ん
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敢勢賓客訪　　敢て賓客の訪ぬるを勢せんや戎望子孫停　　戎ひは子孫に停ふるを望む--
(大意)　丹鳳模　(大明宮)　は北に見え'青龍寺は南に見える｡町場の喧騒はやって来ないが'宮廷の樹木の影はここまで延びてくる｡役所は､この新昌坊から違いのが玉に澱で､金持ちからは､不便な所だとからかわれる｡こんな所な で､客人に尋ねて来て欲しいと無理を言うつもりはないが､せめてここを子孫に遺産として残すことができれば幸いだ｡　-　この詩から､自屠易宅が､青龍
せいだい
寺の北隣に位置して､大明宮を北に望むこともできたことが分かる｡なお大明宮の南面の､西内と束市に囲まれた城内東北の一角は'高官や嘗官の邸宅街として開発 早くから進んだ一等地であり､中唐以降に撞頭する自居易ら､いわゆる科挙官僚が住宅を求める余地はなかった｡大明宮から比較的遠 新昌坊の新興住宅街に住宅を取得した白屠易が､満足とも卑下とも付かぬ思いで綴った文句が ｢省史嫌坊遠､豪家笑地偏｣ である｡
挑合は､以前は常葉坊に住んでおり､新昌坊に引っ越してきた｡常襲坊は､新昌坊の二つ北側にある坊である｡
しかし高台の新昌坊と､平地の常菓坊では､井戸水 味が違った｡眺合｢新昌里｣詩 ｢賓客常襲坊'井泉濁而臓｡
から
新屋新昌里'井泉清而甘｡--｣とあるように 常磐坊のは｢濁っていて鹸い｣､新昌坊のは　｢活んでいて甘い｣
( 5 )
のである｡恐ら-､平地の井戸水には､塩害の影響があったのであろう｡新昌坊は､君島 原東居がある昇道坊の北隣に当た ｡眺合はここに居を定めることで'無二 詩友である君島と隣人となる 出来たこと なる｡
三　昇道坊
これまで述べてきた昇平坊･新昌坊が高級住宅街としての評価を確立しているのに対して'隣接の昇道坊は､あ
る意味では対脱的な性格を示している｡煎じ詰めれば'昇道坊のイメージは､長安の場末という とにあった｡
10
まずは順序に従って､宋敏求『長安志』　と徐松　『唐南京城坊考』　の記述に従って､昇道坊を概観してみよう｡と
ころでこの昇道坊に関しては､『唐両京城坊考』　の基本的な史料となった　『長安志』　の記述に錯乱があり､南の曲江の説明と混同が生じている点に､注意が必要である｡『長安志』　昇道坊の正文は　｢西北隅龍華尼寺｡寺東侍中李
ヽヽヽヽ
日知宅｡寺南曲江｡紫雲模株霞亭｡崖州司馬楊炎家廟｡貞元普済寺｡太子太保鄭牧宅｣となる｡しかし｢(龍華尼)寺の南は曲江｣がすでに誤解を招きやすい｡この通-であれば､昇道坊と曲江池は連接し､南の曲江池との間にある立政坊･敦化坊は消滅することになる｡しかも｢紫雲模株霞亭｣　｢崖州司馬楊炎家廟｣　｢貞元普済寺｣　｢太子太保
( 6 )
鄭吸宅｣　に至っては'昇道坊 はな-､曲江にあったことが判明してい ｡このように　『長安志』 昇道坊の記述は明らかな錯誤を含み､『唐 京城坊考』　の間に異同が多いが､両者を掛酌すれば､昇道坊に存 た寺院や住宅は､ほぼ次のように整理できる｡
①西北隅龍華尼寺､②寺東侍中李日知(-･7)宅､③太子太保鄭映(8-4･S)宅､④太原府司録事参軍李薙宅､
⑤進士張庚宅､⑥進士謝鞠宅
両書に挙げられた人物は､僅かに五人｡前述の昇平坊･新昌坊と比較すると､この昇道坊は如何にも｢人物の過
疎地｣　である｡しかも内実を点検すると､さらにその傾向が再確認される｡太子太保鄭蚊は晩唐後期の人物であるから､貫島の時代を考える上ではひとまず割愛してよい 問題は､進士張庚 進士謝軸である｡この二人は､｢進士｣　の称謂から明らかなように応試のために長安に上ってきた郷貢進士 あ-､この坊の定住者で な-､一時的逗留地としてたまたま昇道坊を選んだに過ぎない｡しかも二人とも伝奇小説中 登場人物で -'実在を確認する
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資料はない｡つまり烏有の人物である｡このように消去してゆくと､結局､昇道坊の住人として両書に名を留めた
( 7 )
人は殆どい ことになる｡昇道坊は､人煙もまばらな､長安城内の過疎地だったということになろう｡
加えて'張庚･謝軸という二人の人物が登場する伝奇の内容が､ここでは重要な意味を持つ｡結論的に言えば､
当時の人々には､昇遣坊は人家も少ない､それでいて墳墓ばか-が広がる'言わば魅魅魅魅の住みかとしてイメージされているのである｡
ヽヽヽ
張庚撃進士｡元和十三年､居長安昇道里南街｡十一月八日夜､僕夫他宿､猫庚在月下｡忽聞異香浦院､方驚
之｡俄聞履聾漸近､庚履履聴之｡教育衣年十八九､艶美無敵｡推門而入､日--｢歩月逐勝､不必奨瀞原､只此院小壷藤架可臭｡｣遂引少女七八人､容色皆艶絶'服飾華麗､宛若豪貴家人｡- 庚度此坊南街義足城塞､絶無人住｡謂従坊申出､則坊門己閉｡若非妖狐､乃是鬼物｡--(張庚は 郷貢進士となった｡元和十三年､長安に上京し昇道坊の南街に寄寓していた｡十一月八日の夜'下僕は他所に泊まることになり､張庚は1人で を眺めていた｡するとふと馨しい香-が中庭に立ちこめたので､諸し-思っていると'間もな-足音が近づいてきた｡張 は'いつでも逃げ出せるように靴を履いたまま聞き耳を立てた 数人の青衣を着た十八九歳の侍女たちであったが､その美しきは類 希なほどである｡門を押し開 て入って来ると､｢月を愛でるには､何も柴遊原とは限 まい｡この中庭の藤棚のあたりも､良いではないか｣｡少女たち七八人を招き入れた｡容色は'至って美し 衣装も華やかである｡貴族の一行 ようであった｡--張庚は考えた'この昇道坊の南街は墓ばかりで､人が住むところではない｡それに坊への出入りは､坊門が閉ま て この時刻では無理だ｡とすれば'妖狐か幽霊に違いな ｡)(｢張庚｣(『太平寮記』　三四五 )
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ヽヽヽ
陳郡謝軸者､嘗翠進士'好鵠七字詩｡其先寓居長安昇道里､所居庭中多牡丹｡l日晩春､出其居､南行百歩
眺終南峰'仔立久之.見l騎自西馳来､繍績伐価｡近饗饗宴､高撃親赦､色甚妹麓｡至物所'因駐謂翰--｢郎非見待耶｣｡物日'｢歩此､徒望山耳｣｡又暫笑'降秤目､｢願郎蹄所居｣｡鞄不測､即回望其居､見一青衣三四人倍立其門外｡軸益骸異｡--美人遂顧左右､撒帳帝'命燭登車｡鞠送至門､揮涙而別｡未数十歩'車輿人馬
こ･つ
倶亡兄臭｡--(陳郡の謝軸は､郷貢進士となった｡七言詩が得意であった｡かつて長安の昇道坊に仮住まいしていた時のこと､庭には牡丹がた-さん植わっていた｡ある日の晴れた夕方'住居を出て南に一五〇メートルばかり歩いたところで､仔んで終南山を眺めていた｡すると練絹の立派な服を着 女性の乗った馬が西から馳せて来た｡髪を二つに結い上げ 美人である｡謝棚の側まで来ると､｢どなたかお待ちですか｣と問う｡｢いやここで山を見ているだけです｣｡女性は馬から下-て､｢どうかお住まいにお戻--ださい｣と言う｡何を一宇っのかと思って 住居を振-返ると､一人の青衣と'三四人が門の外に立っている｡謝鞄はますます驚いた｡--(一同宴を開き'やがてお開きになると)美人はお供の者に命じて､幌幕を片付け､松明を命じて車に乗った｡謝鞠は門まで見送ると､涙を拭って別れ 告げた｡百メートルも行かないうちに 車も人馬もふと見えな-なっ ｡)(｢謝鞠｣　『太平広記』　三六四)
｢張庚｣｢謝鞠｣共に'晩〜夜の昇道里において美しい女性の姿をした幽鬼(妖狐･鬼物)に出会っている｡前者
は､その幽鬼であることに恐れを懐いて撃退し､後者は許し-思いながらも'別れ際に女性と詩を唱和するほどに
( 8 )
甘美な一時を過ごす｡
とりわけ注目したいのは'前者である｡そこには｢元和十三年十一月八日 夜｣､場所は｢昇道里南街｣と､時
期と場所が明示されている｡元和十三年818は､君島が昇道坊に引っ越 た時期とほぼ一致している｡そして昇道坊
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の南街を特に指定した上で､そこが｢蓋是櫨墓､絶無人住｣という､墓ばかりの'無人の地であることが明記されていることである｡ちなみに後者の伝奇においても 謝鞠は　｢南行百歩｣南に7五〇メートルばかり行った､と記述されることに注意したい｡このことをもってその場所が南街に達したと断言は出来ないが､焦点を南街に引き寄せる意図を読み取ることが出来る｡無論これらの記述は伝奇小説の一節に過ぎない｡しかしこれが虚構の小説であることは'却って元和十三年前後の人々 昇道坊に対する平均的なイメージを集約していると考えるべき点 ､極めて重要な意味を持つのである｡
坊は､一般に東西南北にそれぞれ坊門があり'坊門を結ぶ十字街によって坊内は四つの区画に仕切られている(昇
道坊は多分このスタイルだった)｡南街 は､厳密には南北に通じる坊街の南部分を言うが､ここでは広義に坊の南半分の区域を言う｡
ヽヽヽ
昇道坊でとりわけ南街が無人の地であったことは､説明がしやすい｡昇道坊の北を通る街路は'西は延平門'東
ヽヽヽヽヽ
は延興門に通ずる大街で､幅は五五メ-ール　(四七歩)｡外郭城の城門に通ずる重要な街路を特に大街と称Lt　南北
ヽヽ
三本(その中央が朱雀 )､東西三本の大街を合わせて六街と総称する'そ 一つである｡昇道坊 北門 出て､大街を東に五百メートルほど行けば延興門に達す ｡また大街を北に横切れば'正面に新昌坊 門があ-'その南門を-ぐれば'すぐ右手(東)　が青龍寺であ ｡　-　 まり坊の｢格｣さえ考えなけ ば'昇道 の北街は'高級住宅街である新昌坊と大街を隔てて隣接し､また長安城の東門である延興門にも程近い交通至便の地を占めていた｡昇道坊の北街　(西北隅)　 龍華尼寺 あったとされるのは､そ が坊内の1等地だったからであろうO　この様に考えるならば'条件が良い 街との比較において 南街が閑散とした区域 なってい は自然なことであろう｡
14
四　南山の見える住居-原東居
以上は'徐松『唐南京城坊考』を中心に､宋敏求『長安志』　や若干の唐詩や唐代伝奇を追加して､昇平坊･新昌
坊そして君島の住まった昇道坊について基本的な情報を整理した結果である｡隣接する昇平坊･新昌坊が高級官僚たちの第宅が櫛比するのとの比較において､昇道坊の落莫が際立つことになる｡そこは'人家の疎らな､特に南部は｢蓋是櫨墓､絶無人住｣'すなわち墳墓が広がる長安城内の荒地と⊥て認識されていた｡
その昇道坊は､東西二二五メートル､ 北五八八メートルの長方形をなし､その面積は六六ヘクタールを超え
る｡また東西南北にそれぞれ一箇所の坊門を持ち､十字街で四つのブロックに仕切られていた｡貫島の住居となった原東居がこの昇道坊 どの一角にあったかが､まず問題となる｡しかしそれを考えるための確実な資料は残されていないので､貿島自身の関連の作品から推し量るしかない｡
昇道坊は'長安城内 最高地点である柴遊原(昇平坊)の東に隣接し､そ 稜線の南側に位置してたため､北へ
の眺望はなかっただろうが'南には秦嶺 山々を眺めることもできた｡また眼下には､曲江の景勝を収 ることができた｡君島は'原東居からの眺望を次のように描き取る｡
望山
南山三十里不見稔一旬
君島
南山三十里
こ
見えざることl旬を胎ゆ
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天草不可長勤鳳来如奔陰淳一以掃浩翠寓囲門長安百商家家家張犀新誰家最好山我願馬其鄭
ひさし
天事長かる可からず
はL
勤鳳来たること奔るが如し陰露一たび以て掃はれ
そそぐ
浩翠囲門に寓ぐ長安百商家家家犀を張ること新たなり
1二　･日1.
誰家か最も山を好める我願はくは其の郷と馬らん
(大意)　南山は､ここから三十里のところにあるのに､雨で十日も見ることができない｡--しかし天のことは長かるべからずで､やがて強い風が吹いた｡垂れ込めた雲は吹き払われ､溢れるような縁が､長安の城門に注ぎ込む｡長安の百万の家では､家ごとに塀風を取り替えたようなものだ｡誰がt l香山が好 なのか 自分はその人の隣りに引っ越すことにしたい 　-　この詩は､原東
ヽヽヽヽヽ
属を明示し いない｡しかし移居を主題にする中で南山 眺望を述べるこ 詩は､原東屠卜属に当たって 制作であるに相違なかろう｡君島は､長安の南三十里の秦嶺 ､縁の陣風に見立てた｡貿島が､南山を 渡せる良好な立地 強-執着したことは､この｢望山｣詩から知ることができる｡
さて'原東居は､｢望山｣詩にも述べるように確かに南に雄大な眺望を持っていたらしい｡君島が執着した南山
の姿を､もう少し追いかけてみよう｡次の二詩は昇道坊(青門里) いは原東居の名が明記されて るので､資料としてはさらに確実である｡
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過貢島野居
青門坊外住行坐見南山此地去入違知君終日聞蛙聾離落下草色戸庭間好是経過虞唯愁暮濁還
張籍
青門坊外に任し行坐南山を見る此地人を去ること遠く知る君の終日聞なるを蛙聾離落の下草色戸庭の間好し是れ経過す 庭唯だ暮に濁り還るを愁ふ
( 9 )
(大意)　青門坊の向こうに住んでいると､歩いても坐っても､いつも南山が見える｡この辺りは､人里から離れているので､君が日がな一日のんびりしているのもよ-分か ｡蛙の声が､鮭の下から聞こえ､野原の色が庭先に広がっている｡出掛けて来るには良
J ･ ･ / ･
い所だが､ただ日暮れにこ から帰るのが大変なのだ｡　-　君の原東居は ｢行坐見南山｣行いても坐っても'いつもどこでも南山が見えると描写している｡また｢此地去人達｣は､この昇道坊が過疎の地であ-､｢蛙聾離落F､草色戸庭間｣は'さながらに田園の中の郊居を描-ものである｡それは正しく､話題にも見える　｢野屠｣　 姿であった｡
原東居喜唐温瑛頻至　　　貢島
曲江春草生紫閣雪分明汲井嘗泉昧
曲江春草生じ紫閣雪分明
な
井に汲みて泉味を嘗め
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聴鐘間寺名墨研秋日南茶試老僧錯地近努頻訪烏抄出送迎
鐘を聴きて寺名を問ふ
と
墨は研ぐ秋月の雨
かま
茶は試む老僧の鎗地近ければ頻りに訪ぬるを勢す烏抄出でて送迎す
(大意)　曲江池に春の草が芽吹き､紫閣峰には残雪がくっきりと見える｡井戸から汲み上げて泉水を飲み､鐘を聞いてはどこの寺かと名を尋ねる｡墨は､秋 雨に研り､茶は､老僧の釜で煮る｡君は近所なので､何度も訪ねて-れる｡そのたびに鳥紗帽をかぶって門口まで送迎するのだ｡　-　紫閣峰は'原東屠からは西南に望む圭峰の側の一峰｡その麓には､詩僧でもある従弟無可が住する'鳩摩羅什の墓もある名利 草堂寺があった｡
次の詩は､貢島の原東居ではなく､貢島と同じく昇道坊に住む慮秀才の住居を訪ねた時の作である｡
慮秀才商量
居在青門里重曹千甫卑下因岡助勢上有樹交陰陵遠根絶排空長畔可尋
君島
居は青門里に在りて
みね
壷は千寓の琴に常たる下は岡の勢を助-るに因-上は樹の陰を交ふる有り
わす
陵遠きも根 複かに排じ
とははて
空長さも畔 尋ぬ可し
18
新晴登噺月
･-･.I
新たに晴れて登りて月に嚇ぶけば
とhリ
驚起宿枝禽　　驚き起つ枝に宿るの禽
(大意)　君は'青門里に家があり､その商量からは'千万もの秦嶺の山々が見渡せる｡足下は'饗遊原の小高い岡に支えられ'頭上には'木立がこんもりと茂っている｡陵墓　(漠の滴陵や杜陵-)　は違いが'基台も何とか見分けられる｡空はどこまでも広がるが､その縁までも目が届-｡夕請も晴れたので､南垂に上って月に噴けば'枝に宿る鳥が､驚いて舞い立った｡
貿島の現存する詩の中で､同じ青門里の住人が登場するのは､この一例だけである｡南毒は､慮秀才の住居の､
南向きの二階部分を指すものと思われる｡陵墓とは､東郊の濡陵､南郊の杜陵を指すものであろうか いずれにしても､貿島の原東居 限らず'昇道坊からは南山を視野に収めることが出来たこと 分かる｡
またこの青門里の原東属は､眼下には､曲江を臨むことができた｡前掲 　｢原東居喜唐温瑛頻至｣詩に｢曲江春
草生､紫閣雪分明｣とある通りで､これは枚挙に暇がないほどである｡次の詩は､おそら-張籍 貫島の原東居を訪ねた折りに､連れ立って曲江に向かって散策した時の詩であろう｡
輿貢島聞遊
水北原南草色新雪消風暖不生塵城中車馬鷹無数能解聞行有幾人
張籍
水北原南草色新たな-雪は消え風は暖-して塵を生ぜず城中の車馬鷹に無数なるべ-も能-聞行を解するは幾人か有らん
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(大意)　曲江の北､楽遊原の南には一面に春の草が萌え､雪は消え'暖かい風が吹いて､土壌が舞うこともない｡長安城内を行き交う車馬は､数え切れないが'こんなそぞろ歩きの味が分かる人は､いったい何人 ることだろうか｡　-　昇道坊の南には､立政坊･敦化坊があり､そして曲江､芙蓉苑と続-が､その一帯を｢水北･原南｣と言ったものである｡
※　曲江は､貫島の詩から見ると､その一部は昇道坊まで深-入り込んでいたもののようにも推測される｡もしも敦化坊の南に
局限されていたとすれば､昇道坊と曲江との距離は立政･敦化の二つの坊を挟んで一キロ以上は無ければならない｡しかし｢曲江春水滴､北岸掩柴開｣(｢寄銭庶子｣)､｢出入土門偏､秋深石色泉｡径通原上草､地接水中蓮｡采歯依鎗塀'拾新通刈田｣(｢原居即事言懐贈孫員外｣)等を見ると､原東居は曲江と近接したものとして描かれている｡特に後者は､昇道坊の中の生活を描いたものであり'｢地接水中蓮｣も坊内の光景である可能性が高い｡
青島は'長安上京の七､八年目に原東居に移居した｡君島の　｢南山の見える住居｣　への渇望は､それまで住まっ
ていた延寿里の寓居の生活の中にすでに肱胎して たものであるから､その寓居を詠じた詩を読み直す は､原東属への移居がど ような脈絡 あるかを理解する一助と るだろう｡
延書里精舎寓居　　　青島
旅託避華館荒棲遂愚傭短庭無繁植珍来春亦濃側鹿慶局枢繊塊時臥逢
旅託華館を避け荒棲愚憶を遂ぐ短庭繁植無さも
こまや
珍果春に亦た濃かならん
けいすうくづ
側鹿腐植摩れ繊晩時に臥して逢ふ
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耳目乃廓井肺肝即巌峰汲泉飲酌除見我聞静容霜棋猶静英寒味断乗縦聾履輿誰逐一尋活痩発
(大意)　旅の宿は､
てんせい
耳目は乃ち鄭井肺肝は即ち巌峰
しやく
泉を汲みて酌を飲むの鎗り
かたち
我が聞静なる容を見る
はなひら
霜蹟猶は英 好き寒咲来縦を断つ
とも
饗履誰と輿にか逐はん
つえ
lたび尋ねん活痩の兼
立派なところを止めて､あばら屋に泊まって物ぐさな思いを遂げるのだ｡狭い庭にはこれと言った植栽もないが､
果樹も､春になれば実を付けるだろう｡麻房は､扉も壊れ､か細い月を臥所から眺める｡耳目に属-のは､市井の喧騒､胸中の思いは､あの気高い山岳｡井戸水を汲んで'柄杓からこぼれる水を飲むとき､水に映った自分の落ち着いた顔を見る｡晩秋の小路に
き上､り十りく
は'まだ菊花が咲いているが 蝶はさすがに姿を見せない｡両の草牡をはいて､さて誰と交わりを結ぼうか｡ともか-朱竹の杖ついて　(張籍を-)　訪ねてみることにしよう｡
この詩は､元和七812年の晩秋､応試のために上京の直後に､延毒坊で旅装を解いた時の作と推定される｡貢島が､
短期間の投宿ではな-､ここ 当面身を落ち着けるつも-だったことは'延康坊に住む張籍を慕って近所の延轟里に居を定めたと　｢延康吟｣　 中 述懐していることからも明らかである｡
この詩には､正負の両面にわたる｢頁島のこだわり｣が記されている｡第一に､市井の喧騒｡第二に'南山の眺
望｡第三 ､井戸水(泉水)　である｡｢耳目乃邸 ､肺肝即巌峰｣は難解な詩句であるが､耳目に聞こえ見えて-るのは､鄭井の旺盛な商業活動､肺肝(衷心の思い)は'遠-に見える秦嶺の山並み､ 解釈する｡延寿坊は､西市
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と街路を隔てた東隣である｡西市がシルクロードに向かって開かれた､近-にはソグド商人の波斯邸も並ぶ繁華な商業区であることを､青島は日ごと目撃することとなる｡それは'苑陽の田舎育ちの君島にすれば､都会という異世界の喧騒そのものであったに違いない｡そこでは､わずかに遠く望める秦嶺の山並みだけが､異世界から己れの世界に引き戻して-れる魂の家だったのであろう｡山に寄せる貫島の特異な執着が､上京の直後から胸中に兆していたことを示す貴重な資料である｡なお延寿里は平地にあり､しかも長安城の北部に位置する｡ここ 見える秦嶺は'原東居からの眺望とは異なって､小さ-控えめのものであったに違いない｡この詩 ら窺われ と'君島が原束居に住まい 移した大きな理由 一つは､南山 ､そ 　｢肺肝｣を慰謝する山並みを間近に見る ができる立地条件であったと思われる｡加えてそ 原東居の地は'貿島自身が｢幽里｣と称する､鄭井の喧騒から隔てられた晴謡の空間 あった｡(貿島｢寄李軸侍郎｣詩に｢幽里近常宿-近頃､幽里に住居を営んだ｣)　-　なお君島が井戸水に特異なこだわ-を示しし は､別稿に改めて述べることにする｡
五　原東居の位置
頁島の原束居が､昇道坊の北街(坊内北部)･南街(坊内南部)　のいずれにあったのかは､資料不足で決め手がない｡
しかし昇道坊が南斜面に位置し'また 東 が南への眺望に恵まれていたことを頁島自身が強調している｡このことに鑑みれば､地勢の高い北街に位置していた可能性が高いと見るべ だろう｡なお北街も､東に行くほど地勢は低-なり､ も南隣の立政坊は東が小高い丘になっていてるので､南(南山や曲江池)　への眺望 利かな-なる｡このことも考慮す ､貿島 原束居は､昇道坊 西北部 あった可能性が高い｡
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この推測を補強するのが'昇道坊の西北隅にあったとされる龍華尼寺と原東居との位置関係である｡そもそも昇
道坊に仏寺があったことは､宇島の次の詩から明らかである｡
昇道精舎南重野月寄眺合　　　貢島
月向南毒見秋森洗源鎗出逢危葉落静益衆峰疏冷露尋時有滞留此夜虚相思柳恨望潤気遍衣初
･ . r T
月は南壷に向いて見る秋森洗源の除り出でては危葉 落つるに逢ひ
⊥ ま
静かなれば衆峰の疏なるを益す冷露尋ぬる時に有り碑薗此の夜に虚し相ひ思ひて柳か恨望す
あまね
潤気衣に遍きことの初め
(大意)月は､寺の商量に登って眺める｡秋森が月を鮮やかに洗い清めたのだ｡家を出ると､高い木立から落ち葉が舞い'風もないので､南山の峰々もいよいよくつき-と見える｡冷たい蕗が､寺を訪ねる時には結び､稗房の窓は､今宵､ひっそりと静まりかえる｡眺合よ､君 ことを懐かしく思って作んでい うちに'いつしか夜露が､衣をしっとりと潤し始める｡
この昇道精舎は'単に昇道坊にある仏寺という意味で､固有名詞ではなかろう｡宋敏求『長安志』昇道坊には｢西
( 川 )
北隅龍華尼寺｣と記されている､その寺であろうか｡原東居の附近に仏寺があったこ は'この詩以外にも､｢夏
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t ; )
夜｣詩･｢雨中懐友人｣詩･｢寄鋳庶子｣詩から明らかであり､この結果､原東居の立地が龍華尼寺のある昇道坊の西北部であった蓋然性は､十分に高いとしなければなるまい｡
なお仏寺は､先の詩でも貫島が仏寺の楼台に月を眺めに出掛けているように､単に原束居の近所にあっただけで
ヽヽヽヽ
はな-､君島の生活の場の一部ともなっていた｡
酬張籍王建
疏林荒宅古坂前久住還因太守憐漸老更思深慮隠多聞数得上方眠鼠地貧屋収田日雁度寒江擬雪天身事龍錘鷹是分水曹芸閣柾来篇
張籍王建に酬ゆ
賓島
疏林荒宅古城の前久しく住するは還た太守の憐むに困る漸-老いて更に深慮に陰れんと恩ふ
ヽヽ
多く聞なれば数しぼ上方(仏寺)　に眠るを得たり鼠は貧屋を地つ田を収むるの日
わたほつ
雁は寒江を度らん雪ふらんと擬するの天
りょ､つし上Jつ　まさ
身事の龍錘　麿に是れ分なるべし
Jつんかくま
水曹芸閣柾げて篇 来たす
(大意)　前漠の禦遊廓に始まる古い歴史を刻んだ楽遊原のかたわら'まばらな林の中に粗末な家がある｡ここに長く住んでいられるのも､太守のご配慮の御蔭なのだ｡年も取ってきたので､いっそ人里離れたところに住みたいと思っていた｡暇な時間には事欠かないので､寺を訪ねては昼寝をする｡刈-入れの時期､ネズミは貧しい我が家を去って畑へと去り'雁 雪が降りそうな空を飛んで､長江を渡ってゆ-｡生活 不如意　(科挙落第)　は､きっと運命に違 ない｡そ 自分を慰めよう ､水郭員外郎の張籍 秘書水の王建と､お二人がわざわざ詩を寄越してくれた '嬉しい限りだ｡
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この詩は'君島が原東居に引っ越してからすでに三､四年は経った長慶三年8-3､張籍が水郭員外郎(水曹)'王
建が秘書丞(芸閣)であった頃に､両者が君島に詩を贈ったのに対して返詩として作られたものである｡色々な消息が盛り込まれた詩 るが､ここでは｢漸老更思深慮際､多聞数得上方眠｣に注目しておく｡貢島は｢老｣を称する四十代になる頃完和十三年に四十歳)　に､｢深慮(人里離れたところ)　に隠れよう 思っ｣　て原東居に移属した｡そして閑なる時間には'｢上方(仏寺)｣　に出掛けては昼寝をする､と述べるのである｡
六　田地の広がる昇道坊
原東居の眺望と､これによって推定される立地については以上のようになるが､次に､その昇道坊に広がる実際
の光景と､そこで営まれる貢島の生活 ついて'彼の に即して見てゆくことにしたい｡
昇道坊には'田地が広がっていた｡いったい延興門(貿島の言う青門)と西 延平門を結ぶ横街の南､つまり長安
の南三分 一は､楽遊原を擁する昇平坊 ような一部の例外を除けば､人口も少なく､田地も残 地域であったといわれている｡その点では､昇道坊になお多- 田地 あったことは､特に異とするま のことではない｡ただし西隣の昇平坊と北隣 新昌坊が､中庸以降に高級官僚の邸宅街へと確実 変貌してゆ- に対し､この昇道坊が住宅開発から取り残されるのが目立つことにな ｡また昇道坊は､田地が多く残るばかりではな 古墓が集まる地域でもあり､そのことが､昇道坊の荒涼としたイメージを助長することになった｡
まず､昇道坊に多-の田地があったことを､貢島自身の､ま 貢島の原東居を訪れた友人たちの詩 て､確
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認しておきたい｡
寄賀蘭朋吉
--野菜連寒水
枯株族古墳泣舟同遠客尋寺入幽雲斜日扉多掩荒田径細分
頁島
野菜寒水に連な-
あつ
枯株古墳に族まる
と･も
舟を法べて遠客と同にし寺を尋ねて幽雲に入る
おほ
斜日扉は多-掩ひ
みち
荒田径は細く分かる--
(大意)　山菜は､冷たい小川の縁に生え､枯木の株は､古い蓋の側に集まる｡遠来の友人と一緒に船に乗り､藷に包まれた寺を訪ねることもある｡夕方になると､大抵は門扉を閉ざすしてしまうが､その時ふと見渡せば､ひと気の絶えた畑には'あぜ道が細-枝分かれしている｡
原東居の門からは'畦道に区切られた田地の広がる光景が見える｡つま-原東居は､見渡す一面の田地に接して
いたことになる｡なお｢野菜｣は､野原に自生する山菜 それは貿島が坊内を歩いて採集する食材でもあった｡
原上秋居
関西又落木心事復如何
貢島
関西又た落木心事復た如何
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歳月群山久秋森入夜多鳥従井口出入自岳陽過恰杖柳聞望田家未瀦禾
(大意)　長安の地に'歳月も久しくな-､
歳月山を離して久し-秋森夜に入りて多し
よ
鳥は井口従-出で
よ
人は岳陽自り過ぐ杖に借りて柳か聞望すれば
I ･
田家未だ未を潜らず
また落ち葉の季節が巡ってきた｡我が胸にふさがる愁いをを､どうすればよいのやら｡故郷を出てから､はや秋雨は､夜になって降-しきる｡鳥は､井戸端から飛び立ち､人は岳陽からやって来る｡杖に免れてのんびり
とあたりを眺めると､農家は'まだ稲の刈-入れを済ませていない｡1昇道坊の凹地は､主に禾　(穀類)　を栽培していたらしい｡
原居即事言懐贈孫員外　　　貿島
出入土門偏秋深石色泉径通原上草地接水中蓮釆菌依鎗併給薪逢刈田
かた
出入土門偏よれり秋は探し石色の泉径は通ず原上の草地は接す水中の蓮菌を来るは鎗横に依-薪を拾へば田を刈る 逢ふ--
(大意)　土塀に開けた門は'路地の奥にあって人目に付かず､秋も深まって､岩間から染み出す泉水は澄みまさる｡小道は､楽遊原
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の革に連なり､土地は'曲汀の蓮の花まで続いている｡キノコを採ろうと､古株に近寄-､薪を拾おうとして､農家の刈り入れと出くわすのだ｡
酬張籍王建　　　　張籍王建に酬ゆ　　　君島(第五節に全文既出)
--鼠地貧屋収田日　　鼠は貧屋を地つ田を収むるの日
わたほっ
雁度寒江擬雪天　　雁は寒江を度らん雪ふらんと擬するの天-‥･
(大意)　刈 入れの時期､ネズミは貧しい我が家 後に畑へと走り去-､雁は雪が降りそうな空を飛んで､長江を渡ってゆ-｡
張籍が原東居を訪ねたときの詩も読んでおきたい｡前掲の　｢酬張籍王建｣詩は'この詩に対する唱和の詩である｡
贈頁島
離落荒涼憧僕飢奨遊原上住多時寛厳放飽騎将出秋巻装成育輿誰牲杖傍田尋野菜封書乞米越時炊姓名未上登科記
張籍
離落荒涼として憧僕は飢う奨遊原上住むこと多時
JEノ
寒髄放たれて飽けば騎して婿き出ださんも秋巻装ひ成るも誰にか寄輿せん
ひ
杖を往き田に傍ひて野菜を尋ね
お
書を封じ米を乞 て時を栓ひて炊ぐ姓名未だ上らず登科の記
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身屈惟鷹内史知　　身の屈するは惟だ歴に内史のみ知るべし
(大意)家のぐるりの寵はうらぶれて'憧僕は腹を空かす｡楽遊原に､君はもうずいぶん長-住んだことになる｡痩せた魔馬も､放牧して腹一杯なので跨って繰り出すこともできるが'お偉いさんに読んでもらおうと編んだ秋の詩集(行巻)　は､いったい誰に呈上する積もりな か｡杖を曳いて'畑の側を山菜を求めて歩き回り､友に手紙で米を無心して､必要になればそれを炊いで食べる｡姓名が､まだ科挙合格 名簿に載らないでいる君のこの不遇を､ただ内史(宰相)　だけがご存じなのだ｡
これらの詩を読むと'貿島の生活の一面が浮かび上がって-る｡貫島は昇道坊(青門里)　の中を歩いては､薪を
拾い'畑や小川の周囲に生えている｢野菜｣､つま-作物として栽培されたのではない自生する山菜を採り､また朽ち木の株に生えたキノコを捜し求めて食 充 ていた｡ある意味では､君島は､貧しい採集生活者であった｡
その青門里には田地が広が-､さながら農村のような光景であったと思しい｡｢寄賀蘭朋吉｣詩には｢荒田径細
分-がらんとした畑 は､あぜ道が細-枝分かれしている｣､｢原上秋居｣詩には｢田家未索禾-農家 ､まだ稲の刈り入れをしていない｣､｢原屠即事言懐贈孫員外｣詩には｢拾薪逢刈田-薪 拾おうとして 農家の刈り入れと出-わすのだ｣､｢酬張籍王建｣詩 ｢鼠地貧屋収田日-刈り入れ 時期 ネズミは貧しい我が家を後に畑へと走り去る｣､張籍｢贈貢島｣詩には　｢牲杖傍田尋野菜-杖を曳いて､畑の側を山菜を求めて歩き回る｣と田地 言及す
め
る｡｢蔚禾 ｢刈田｣とあるのを見れば､坊内に広がるのは､読菜ではなく､主に穀類を生産する禾田であった｡　-田地が広が 農村さながらの環境が､頁島の採集生活を支えていたといっ 良いかも知 ない｡
一方､宅地には薬草を栽培していた｡君島は､身体頑健ではなかったらしく､｢薬債隔年還-薬代は一年遅れで
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支払う｣(｢寄鑓庶子｣詩)　とあるように'薬を手放すことは出来なかった｡薬草の栽培は､彼には重大事だった｡また宅地の一部には､菜園があった｡それは､
※
かなりの規模であった可能性もある｡
･己見飽時雨'･柴門掩寒雨､･蕃山期己久'･松姿度臓見､
鷹豊歳典薬(｢斎中｣詩)
ヽヽ
晶響出秋 (｢酬挑少府
ヽヽヽ
門掩教畦歳(｢寄宋州田中丞｣詩)
ヽ
離ヽ薬知春還(｢酬棲上人｣詩)
※　菜園の規模については､｢門掩教畦読-門を閉ざした中には敷畦の歳菜の畑がある｣(｢寄宋州田中丞｣詩)　を読むと'かなり
の規模であった可能性もある｡かりに｢畦｣を面積の単位とすれば､畦=五十畝　(臥-i;5アール)'つま-敷畦がかりに四畦としても十ヘクタールとなる｡昇道坊全体が六六ヘクタール程度なので､それでは大きすぎて現実的ではない｡ここの畦は､あぜ道で仕切られた畑の区画と考え し ない｡それにしても相当の面積となる可能性がある｡自給のための栽培ではな-〜余剰は､商品として出荷していたのかも知れ 長安城内は､疏菜を中心 した近郊農業が営まれていたが､もし貢島もその一人であったとすれば'質島は､菜園 経営を請け負った｢管理人｣　であった可能性も想定の中に入って-る｡ちょうど襲州期の杜甫が､襲州都督の相茂琳よ-東屯 稲田管理を請け負っていたように｡そう ば､従来の貫島のイメージについて
ヽヽヽヽ
も､若干 修正 必要 なるだろう｡Iなお雷鳥の　｢贈頁島｣詩　(前掲) に｢塞魔放飽騎牌出｣､王建の七律｢寄責島｣詩
ヽヽヽヽヽヽ
に｢憧眠冷楊朝猶臥'髄放秋田夜不蹄｣とあり'どうも貢島は､飼 ていた盤馬を取り入れが終った後の　｢秋田｣　に放牧している｡この部分は費解 あったが､かりに苛島の家の土樽で囲まれた菜園がそれなりの規模だとすれば'施馬 放牧も肺に落ちる表現となる｡
しかもその昇道坊には､｢寄賀蘭朋吉｣詩に｢枯株族古墳｣とあるように､確かに墓地も存在していた｡その｢枯
株｣は､墓地に植えられた松柏や白楊の成れの果てであろう｡もっとも昇道坊の古墓に言及するは､君島の詩では実はこの一例だけである｡従ってこの点については､伝奇｢張庚｣(『太平贋記』三四五)　に｢張庚翠進士｡元和十三
30
年､居長安昇道里南街｡--此坊南街壷是櫨墓'絶無人住｣とある記述をもって補充すべきである｡何としても君島には 自分の住まう昇道坊を櫨墓の密集する陰気な世界とすることに抵抗感があったに違いない｡貫島は､昇道坊を漢代の城門の名を借りて　｢青門里｣　(春がやって来る門の里)と称し､その住居を原東盾(禦遊原の東なる住居)と称して､詩人の住む特別な空間として聖化しようとしている｡その自分の世界のイメージを損なう墳墓の記述は､君島の望む所ではなかったのである｡
七　孤独者の生活
以上､昇道坊(青門里)　の原東居の環境について､貢島自身の詩を中心に､関連の資料から復元を試みてきた｡
その結果を要約すれば､貢島の原東居 ､南山へ 良好な眺望を持ち'また眼下には曲江池を傭轍す 位置 占めていた｡また仏寺と隣り合っていた｡この二点 ら､原東居は､昇道坊の西北部に位置していた可能性が高いと判断される｡また､昇道坊は'田地が広がる農耕地域であ-'特に南部(南街)　は人家も少な-､嘘墓が散在 閑散とした地域であった｡貢島 ､坊内をめぐつては　｢野菜｣　｢菌類｣　｢薪｣ 拾い集める､採集生活を送っていた｡また宅地には菜園と薬欄があり'そこからの収穫に君 期待していた｡
次に､この原東居における貢島の詩人としての生活について､述べてみたい｡貿島は､元和十五年8-0から開成二年8-7まで､昇道坊 に住まった｡君島は､張籍や王建のような先輩 詩
人を原東居に招き､挑合や無可を始めとする詩友たちとも交遊 ､また彼 詩名を慕う来訪者も少な-はなかった｡決して索居孤独の中に追い詰められてい わけで ない｡しか だからといって 彼が社交的な人物で､常に市中
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にも姿を現して酒楼で友人と交歓していたわけでもなかった｡事実は､彼は多-の時間を孤独の中に過ごし､ときには十日余りも門扉を閉ざして'外部との交渉もないままに原東居に逼塞していたのである｡
A　送李鎗及第蹄萄　　　君島
知音伸久屈艶省去光輝津渡逢晴夜途程壷翠微雲普綿竹重鳥離錦江飛肯寄書乗否原居出甚稀
知音久し-屈せるを伸すきんせい艶省去りて光輝あり津波晴夜に逢ひ途程翠微を蓋くさん
かさ
雲は綿竹に常たりて重な-鳥は錦江を離れて飛ばん肯て書を寄せ来るや否や原屠出づること甚だ稀なり
(大意)　君は､長い苦節の末に科挙の及第を勝ち取り､
故郷に錦を飾ることとなった｡晴夜に渡し場に泊ま-､途中'縁の山を越え
るのだろう｡雲 背丈の高い綿竹の向こうに湧き上が '鳥は､成都を流れる錦江の水辺から舞い上がる｡私に手紙を-れますか｡こ 原東居から､外に出ることはめったに無いのです｡　-　余り人と会うこともないので君からの手紙を欲しいと願う'この素直さの背後には､堪えかねるような質島 孤独の寂しさがあった｡
B　張郎中過原東居　　　貢島
たものうき
年長惟添健　　年長けて惟だ懐を添え
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経旬止掩開高人餐築後下馬此林間封坐天牌暮同来客亦聞幾時能重至水味似深山
旬を経るも止だ閲を掩ふ高人薬 餐せし後馬より下る此の林間
まさ
封坐天牌に暮れんとと｣も同に来たりて客も亦た聞なり
よ
幾時か能く重ね 至らん水味深山に似たり
(大意)年を取ると物ぐさになり､十日以上も門を閉ざしたままです｡先生は､薬を飲んでから､この林の中で馬を下-られた｡向かい合って坐っている内に､日も傾き始めましたが､一緒においでの方も'のんびりとしたものです｡何時になったらば､もう度来て頂けるものでしょうか｡拙宅には何もありませんが､深山の湧き水にも似た､旨い水だけはあります｡
張籍は'貢島が先輩として敬意を表する詩人である｡貢島が応試のために長安に出てきた時､張籍を慕ってその
近所に住んでいる｡いわゆる韓門の詩人の中で､時間的にも､往復 詩数においても､もっとも深密な関係を結んだのがこの張籍 あ 貫島の十日余-の孤独 生活は､この先輩詩人 来訪 よっ ようやく打ち切られた｡それが嬉しいからこそ､｢幾時能重至｣次はいつ来てくれますかという句が､自然と置かれるこ になる｡
C　寄劉侍御　　　君島
衣多苔辞痕　　衣に苔蘇の痕多し
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猶擬更趨門日夏雛無病経秋不遇原横泉留代雁塵抽隔巴猿琴月西密集如今豊復言
はしほっ
猶ほ更に門に趨らんと擬す
よ
夏日り病無しと錐も秋を経るも原を過ぎず積泉代雁を留め塵帖巴猿を隔つ琴月西密の集じょこんま 如今豊に復た言はんや
(大意)　家の中に逼塞しているので'衣服には'徴が生えてしまった｡それでもあなたのお宅を訪ねたいと思います｡夏からは別に病気ではないのですが'秋になるまで原東居を出ていません｡たっ ぶり水を蓄えた井戸には'代北から飛来した雁が翼を休め､柄-重なる南山の向こうには､巴国の猿が噂いています｡あなたのお宅の西斎で'月を玩でながら聞いた琴の曲｡今､それを思い出すと､懐かしさに胸が詰まって言葉にならな のです｡
垢染み､徴の生えた衣服を着ていられるほどに､貿島は人目に触れることのない一人の生活を続けている｡しか
しその中で頻りに思い出す は､かつて劉侍御の宅で､月の夜に開かれ 琴曲の集い ある｡もう一度､是非とも宅をお訪ねしたいと'貢島は願ってこの詩を作る である｡
A詩では､これから萄の故郷に帰る李飴に'｢私に手紙をくれますか､原東居から外出することはめったに無い
のです｣と言う｡B詩では､｢歳を取って物ぐさになり'十日以上も門を閉ざしたままです｣と述べる｡ま C詩では'｢夏から別に病気 ないのですが､秋 なる で原東居を出て ません｣と述べる｡君島は､友人との交遊の限られた時間を除けば､官仕も､外出を必要とする生業もなかった｡長期間 原東居逼塞は'しばしばあり得
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る事態であっただろう｡
貫島は､市井の喧騒を毅雑を嫌っていた｡長安上京直後に西市に隣接した延寿里で作った詩にもすでに萌芽して
いるLt　昇道坊に引 越した理由もやはりその点にあった｡貢島が自ら進んで市井の盛り場に気晴らしに出掛けることは'少なかった ろう｡酒楼や妓館に出入りしたことを窺わせる詩に至っては､貫島の詩集中に一篇も求めることは出来ない｡貿島が､十数日､また数十日にわたって原東居を出ることがなかったことは､彼が詩 告白するように'そのまま事実と考えて良かろう｡
結語
頁島は､友人と詩を語らう濃密だが短い時間を除けば､原東居の孤独な生活の中にあった｡その生活がどのよう
なものかを､君島の詩から探ってみよう｡
貿島が妻帯したことは蘇緯｢唐政司倉参軍頁公墓銘｣　に　｢夫人劉氏｣とあることから明らかだが､しかしいつ妻
帯したかは不明である｡墓銘に拠れば'子(男子)は無かった｡原東居における君島の生活に家族生活を探 手か-は無く､彼の妻帯は晩年に遂州長江県主簿 任官して以後と推測したくなるほどである　(もっとも任官以後の詩にも家族がい 気配はない)｡窮していても士人の末端に連 る君島であれば､身の回りの世話をする下僕はいたに違いない｡しかし下僕の姿が詩に見え こともない｡要するに彼の日常を描い 詩に見えるのは､いつも彼ひとりである｡その原東属の生活を詠じた詩 ､二篇読んでおきたい｡
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密中
耽静非謬馬本性茸疏東商中一就枕不覚白日落低扉擬軒轡寡徳謝接諾叢菊在聴陰秋窮未開等所餐類病馬動影似移岳欲駐迫逃衰崖殊乱梗縛己見飽時雨鷹豊菰輿薬
君島
ふけ
静に耽るは謬馬に非ず
まこと
本性賓 疏索な-斎中一たび枕に就けば覚えず白日落つ
けんぴさまた
低扉軒轡(馬車)を擬げ寡徳接諾(社交)を謝す叢菊据陰に在るも
はな
秋窮るも未だ等を開かずくら餐ふ所病馬に類し影を動すこと岳を移す 似た-
おいとど
迫逃する衰を駐めんと欲 るは
さ
崖に梗縛(緊縛)を鮮るに殊ならんやすで巳に時雨に飽- 見る鷹に歳と薬と豊かな べし
(大意)静に耽溺するのは'悪いことではない｡自分の本性は'孤独なのだ｡書斎の中で枕に就き'ふと目覚めると'いつの間にか臼も暮れかかる｡門構えが低いので､立派な車馬は入ることができない｡性格が偏頗なので､付 合いも断りがちだ｡菊は'垣根の陰に植わってい が､秋も終わろうとするのにまだ花を開かない｡食べ物は'病馬にやる餌ほどに粗末を極め'いざ体を動かす
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となると'山を動かすように辛-で難儀だ｡迫り来る老衰を何とか引き留めたいと思うのだが､それは緊縛を解-のと同じで､できる相談ではない｡そう､時節の雨はもうたっぷり降った｡きっと読菜 薬草は､豊かに育っていることだろう｡
この詩を読むと､君島が十分に孤独であったことが伝わって-る｡仮眠の末にふと目覚めると､いつの間にか日
が暮れかかる(｢斎中上就枕､不覚白日落｣)､それは多忙な時間を過ごす人には､つかの間の至福の体験である｡しかし君島にあるのは､原東居におけるこの単調な時間だけである｡簾の陰に植わった菊､それが晩秋になっても何時までも花を開かない(｢叢菊在聴陰､秋窮未開等｣)とは､老年になっても出口の見えない浪人の暮らしを続けている己れの讐橡と読んで良い｡雷鳥は､この様に無為のはて 繰り返される歳月の中で､人生が消費されてしまうこと怯え続けていたのである(｢欲駐迫逃衰'豊殊乱練縛｣)｡
貢島が孤独の中で我に返る時､そこにあったのは､単調な時間と､その中で為すすべなく衰老してゆく人生に対
する焦燥であった｡その中に見つける小さな喜び'それは菰菜と薬草が秋雨の中 収穫を迎えようとするという､人生の大問題とはあま-に 次元を異にする､日常の些事に過ぎなかった｡
和劉滴
京官始云浦野人依菖開閉扉一畝居中有古風還
頁島
ここ
京官始めて云に浦つるも野人膏に依-て聞な-扉を閉ざす一畝の居
めぐ
中に古風の還る有-
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市井日巳午幽宙夢南山喬木覆北斎有鳥鳴其間』前日遠岳僧乗時輿開聞新題驚我痩窺鏡見醜顔陶情惜清聴此意復誰撃
ひる
市井日己に午なるとき幽簡南山を夢む喬木北斎を覆ひ鳥有りて其の間に鳴く前日遠岳の僧
ため
乗時輿に閲を開く新たに題すれば我が痩せたるに驚-鏡を窺へば醜顔を見る
たの
情を陶しませて清聴を惜まん
よ
此の意復た誰か撃ぢん
(大意)　君は､京官の任期を終えられたo誠にご苦労様oそれなのに無官の自分は､相変わらず長閑なままだ｡1畝の狭い隠宅で'門扉をひっそ-閉ざしているが､その中には｢古風｣が吹き通っている｡世間は真昼時の忙しい盛-なのに､自分は､静かな窓辺で南山の夢を見る｡高い木立が北側の書斎を掩い､鳥 飛んで来 木陰に梱る｡』数日前 遠くの坊さんが訪ねて-れ､久しぶりに門を開いた｡それはちょうど私が詩を作り上げたばかりの時'坊さんは'私がやつれた に惜然と た様だった｡鏡を見 みると､成程そこには老醜の顔があった｡心を-つろがせて､名利の情を離れた清聴な世界を大切にしたい｡しかしこの思いは 一体誰が分かってくれるだろうか｡
この詩は､｢和劉滴｣　つまりの劉滴から贈られた原詩に唱和した詩である｡しかしそれにも拘わらず､劉滴との
対話的要素はな-'殆ど独白の詩となっている｡この詩の語る消息は 二つである｡一つは､貿島は世俗を嫌悪し､
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それに背を向けて､自己の淳乎たる世界に寵るのである｡｢開扉一畝居､中有古風還｣｡その世界は､たった一畝の小さな世界に過ぎないようだが､中には古風(無上の醇朴)がすがすがし-環流している｡｢市井日己午 幽薗夢南山｡喬木覆北斎､有鳥鳴其間｣｡市井 人々がいよいよ物欲を達し-して生業に励もうとするとき､買島は静かな窓辺で､南山の夢を見る｡高い木立は､北 書斎を掩うように茂-､鳥がその木立に止まって噸っ 　-　南山は､貢島の原東居の窓からいつでも眺めることが出来る尋常の風景 しかしここでは､夢の中にあってさえも'魂が､その南 に向かってあくがれ行くと言うのである｡南山に対する貢島の尋常ならざる執着を示す旬として､読むことが出来るであろう｡｢市井日己午｣は'当時､東市や西市の商売は正午から日没 でと規定されていた'その商売の始まろうとする時間のことを指す｡賓島の世俗 対する嫌悪は 名利を追う官僚だけ な-､市井の商業活動にも向けられていた｡長安 上京直後の作である｢延毒里精舎寓居｣　に'すでに｢耳目乃邸井-耳目に届-のは西市 喧騒｣　の一旬があ も 君島の商業活動に対する生理的反発を示 ものである｡
消息の二つ目は'作詩行為への没頭と､そのことがもたらす至福の喜びを述べることである｡｢新題驚我壇､窺
鏡見醜顔｡陶情惜清源､此意復誰撃｣｡なるほど､君島は作詩に尽棒し､惟悼してい ｡しかし詩 創造によって､君島は｢晴渡-浄化された魂の平安｣　に達す ことが出来るのである｡この作詩の喜びを､いったい誰が分かっくれるものか｡ここ 言う｢晴渡｣とは'言い換え ば､詩の前半 言う｢原東盾の内部を環流 古風｣ ､我がものとして感得する とであるに相違ない｡しかし貿島 如何に作詩 愉悦を述べたと ても'その原東居の世界は､外部に対して余-にも禁欲的で閉塞的で､息詰まるような孤独 危機との際ど 均衡 上にあるも の うに思われてならない｡-　確かに雷鳥には作詩の愉悦があった.しかしも も原東属の生活そのも が　｢閉塞した世界｣　 あると受け止
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められていたならば､おそら-は作詩に向かう元気を､貿島は補充することも出来なかったであろう｡魂の牢屋の中では､いかなる詩人も 詩を作ることは無理なのである｡従って貿島は､この小さな原東居の中に'大きな世界と風を吹き通わせる窓を持っていたと考えなければならない｡質 という詩人は'原束居を吹き通うその風を呼吸していたに違いないのである｡その間題について ､稿を改めて考えなければならない｡
(-)　原東屠移盾の時期についてはー松原｢君島の柴遊原東の住居｣　(早稲田大学中国文学会『中国文学研究』第32期'二〇〇
六年)　は元和十五年夏説､その後の奔文梼『貫島研究』　(人民文学出版社'二〇〇七年)　は元和十三年春説を主張する｡この点については､再検討が必要になる｡なお彼が晩年に遂州長江県主簿に任官するまで長期間この原東居に住まっていたことを考えると､この住宅は､賃貸ではな-､購入あるいは特別な契約に基づ-ものであ 可能性が高い｡
(2)　植木久行｢唐都長安楽遊原詩考　-　楽遊原の位置とそのイメージ｣(『中国詩文論叢』第六集'一九八九年)　は､聖遊原の
ある昇平坊に限らず､隣接 昇遣坊にも言及し､本稿の執筆において大いに禅益を受けた｡
(3)　元横｢叙奏｣に｢播孟陽代(厳)　砺為(東川)　節度使含量過砺｣　『元氏長慶集』巻三二｡(4)　妹尾達彦『長安の計画都市』講談社選書メチエ､2-5頁二〇〇l年に'以下のように新昌坊を含む一帯について説明する｡
｢街東中部の邸宅開発は､安史の乱後に本格化したの '大明宮前のT等地に次ぐ住環境の良さを誇る土地であるにもかかわらず､九世紀前半でも'なお広壮な邸宅建築の余地が残されていた｡自然環境のうえでは'街東中部の､禦遊原北麓の諸坊は､小高い高台の北斜面に当たる でー北方に大明宮を仰ぐ眺望を有し､排水もよく､唐後期に頻発す 城内の水害を逃れることができた｡さらに幾筋もの丘陵が連なる明るい街東中部は'『易経』　や風水にもとづく土地鑑定からいって ､邸宅建設に適して ると観念されていた｡交通地理の点からいえば'こ 地区は､長安の消費文化を代表 ､東市及びその周辺諸 の高級商店街･娯楽施設 近いと同時 '東側城壁 諸門　(春明門･延興門)　を通じて城 の街道につながり'城南の別荘と 往来や勝蹟巡-にも便利であ ｡-官僚の集住の結果､友人･知人宅が徒歩圏内に居住し おり､訪問や来客に便利という､社会生活上 重要な利点も有している｣｡
(5)　妹尾達彦『長安の計画都市』　1-8頁に､前漠以来の旧長安城が廃棄された理由 一つに塩化作用があったと指摘する｡｢旧
注
40
長安城の土地が､長年の使用の結果､塩化してしまい'生活用水が塩分をふ-み､使用困難になっていた｡--(唐代長安城でも)　宮城は低湿となり'塩化の害が生じやす-飲料水の悪い場所となった｡これが七世紀後半になって'宮城の東北の高台に､新たな宮殿である大明宮がつ-られた原因の一つとなった｣｡
ヽヽヽ
(6)　｢紫雲模株霞亭｣　の注文には､｢文宗大和九年発左右神策軍各一千五百人淘曲江池'修紫雲棲株霞亭｣とあり､曲江にあ
ったことは明白｡また　｢崖州司馬楊炎家廟｣も､注文に｢開元中粛嵩牌於曲江池側置廟､戎言近潜幸之所､嵩遂止｡後場炎置之為私廟､俄有飛語､言'炎知此地有王気､故取之｣とあり､これも曲江｡また｢貞元普済寺｣　の注文に｢在曲江之南'貞元十三年以禰勤閣賜名｣とあり､これも曲江｡つまり　『長安志』　に載せる　｢紫雲模株霞亭｣｢崖州司馬楊炎家廟｣｢貞元普済寺｣は､いずれも曲江の条に移動すべきものである｡
ヽヽヽヽヽヽ
(7)　ここに青島の名前が無い｡単なる遺漏であろうが'貢島自身が青門里と称する坊里が､昇道坊の別称と認知されなかっ
たことが理由の一つに考えられる｡注(9)参照｡
(8)　謝鞠と女性が伝奇中で作った詩が　『全唐詩』巻8-6 金串美人の　｢輿謝鞄贈答詩｣として所収される｡(9)　貢島は延興門のことを､漠代長安城の三つある東門のもっとも南に位置する青門に擬え ｢青門｣と称し､またその｢青
門｣に接する昇道坊を｢青門里｣と称した｡張籍 この詩 君島の用語に倣ったものである｡
ヽヽ
(1 0)　昇道坊に '龍華尼寺以外 寺の名前は伝えられていない で仮に龍華尼寺としてお-｡しか 貢島はこの　｢昇道精舎
南重野月寄眺合｣詩では寺の楼台に月を見に出掛け ま ｢酬張籍王建｣詩　(後掲) では昼寝 ために寺に出掛ける｡尼寺ヽは男性の出入-は制限されるであろうから､この点に疑問が残る｡李芳民『唐五代仏寺考』　(商務印書館､二〇〇六年)
ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ
には'章同湖｢唐故龍花寺･外臨壇大徳章和尚墓誌銘井叙｣(『唐文拾遺』巻25)　に 龍花 'こ 昇道坊の龍華尼寺と同じであろうという推測を示す｡かりに龍花寺に 龍華尼寺と併設された可能性があるとすれば､本稿 立場からは好都合である｡
ヽヽヽヽ
(1 1)　｢夏夜｣詩に｢原寺偏鄭近､開門物景澄｡暫通多葉縛､月離片雲稜｣｡｢雨中懐友人｣詩 ｢儒家郷古寺､不到又逢秋｣｡
また｢寄鏡庶子｣詩に｢只有僧都含､全無物映山｣｡最後の詩は｢僧侶の隣家があるだけで､これ以外に南山と向 い合うものは全くない｣と述べて､原東屠　(また昇道坊)　 寂れた地域である とを強調する｡
〔附記〕　本稿は､平成二十年度専修大学個人研究助成｢頁島の基礎的研究｣　の研究成果の7部である｡
